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市 政 ル ポ 宇
う わ じ ま

和島市

歴
史
的
節
目
を
未
来
の
糧
に

資
源
活
用
で
挑
む
地
方
創
生

高
速
交
通
網
の
拡
充
が
も
た
ら
す
意
義

　

宇
和
島
市
、
八
幡
浜
市
、
大
洲
市
、
西
予
市
、
内

子
町
、
伊
方
町
、
松
野
町
、
鬼
北
町
、
愛
南
町
の
４

市
５
町
か
ら
な
る
南
予
地
域
に
伊
予
市
を
加
え
た
10

市
町
で
は
、
現
在
、
地
元
の
食
・
自
然
・
歴
史
文
化

な
ど
を
全
国
発
信
す
る
「
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博

２
０
１
６
」
が
開
催
中
だ
。
期
間
は
平
成
28
年
３
月

26
日
〜
11
月
20
日
ま
で
の
約
８
カ
月
間
。
か
な
り
の

長
丁
場
だ
が
、
参
加
各
市
町
で
は
後
述
す
る
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
や
特
色
を
生
か
し
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
随
時
実
施
す
る
。

　

愛
媛
県
は
東
予
地
域
、
中
予
地
域
、
南
予
地
域

に
区
分
さ
れ
る
が
、
宇
和
島
市
が
属
す
る
南
予
地

域
は
、
標
高
１
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
が
連
な
る
荘

厳
な
四
国
山
地
が
東
西
を
横
断
す
る
地
形
の
た
め
、

昔
か
ら
各
市
町
を
結
ぶ
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
て
い

な
か
っ
た
。

　
「
そ
の
た
め
に
、
広
域
圏
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
割
に
は
、
地
域
一
帯
の
連
帯
性
、
一
体
感
が
な
か

な
か
生
じ
に
く
い
面
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
逆
に
そ

の
こ
と
が
、
地
域
内
の
各
地
に
独
自
性
の
強
い
歴
史

文
化
を
醸
成
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
な
っ

た
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
24
年
３
月
に
四
国
横
断
自
動
車

道
・
宇
和
島
北
Ｉ
Ｃ
〜
西
予
宇
和
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
松
山
市
か
ら
内
子
、
大
洲
を
経
て

宇
和
島
に
至
る
交
通
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
良
く
な
り

ま
し
た
（
※
松
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
宇
和
島
朝
日
Ｉ
Ｃ
ま
で

約
70
分
、
Ｊ
Ｒ
特
急
・
宇
和
海
に
よ
る
松
山
〜
宇
和

島
間
も
約
80
分
）。
南
予
地
域
と
い
う
広
域
圏
を
一

括
り
で
考
え
る
と
き
、
こ
の
高
速
交
通
網
の
整
備

は
、
地
域
一
体
化
に
お
い
て
非
常
に
大
き
な
意
味
を

持
っ
て
き
ま
す
。
今
後
の
南
予
博
の
盛
り
上
が
り
に

つ
い
て
も
、
そ
の
こ
と
が
大
き
な
推
進
力
の
一
つ
に

な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
石
橋
寛
久
・
宇
和
島
市
長
で
あ
る
。

　

四
国
の
瀬
戸
内
側
を
結
ぶ
高
速
交
通
網
は
、
松
山

自
動
車
道（
四
国
中
央
市
か
ら
宇
和
島
市
）と
高
松
自

動
車
道
（
鳴
門
市
・
坂
出

市
〜
高
松
経
由
・
四
国
中
央
市
）、
さ

ら
に
は
徳
島
自
動
車
道
（
徳
島
市
〜
四
国
中
央
市
）

な
ど
が
連
結
し
合
っ
て
、
四
国
横
断
自
動
車
道
や

四
国
縦
貫
自
動
車
道
な
ど
を
形
成
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
県
都
・
松
山
市
と
県
西
南
端
に
近
い

宇
和
島
市
と
が
高
速
交
通
網
で
直
接
結
ば
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
南
予
地
域
が
名
実
と
も
に
広
域
圏
と

し
て
の
環
境
に
整
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
結

果
、
例
え
ば
観
光
面
に
お
い
て
は
、
松
山
市
を
起

点
に
、
南
予
地
域
の
各
所
に
立
ち
寄
り
、
還
流
す

石
いしばし

橋寛
ひろひさ

久
宇和島市長
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る
と
い
う
１
～
２
泊
程
度（
日
帰
り
も
可
）の
旅
行
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
立
案
し
や
す
く
な
る
な
ど
、
そ
の
効
果

は
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
波
及
し
て
い
る
。

合
併
か
ら
10
年
を
経
て
、 

進
む
市
民
の
一
体
化

　
「
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１
６
」も
こ
う
し

た
高
速
交
通
網
の
充
実
の
成
果
を
存
分
に
生
か
し
て

い
る
。
実
際
、
各
市
町
の
独
自
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
広
域

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
縦
横
に
交
差
す
る
南
予
博
の
実

施
ス
タ
イ
ル
も
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
ア
ク
セ
ス
環
境

の
飛
躍
的
な
改
善
が
背
景
に
あ
れ
ば
こ
そ
成
り
立
つ

も
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

期
間
中
に
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
数
は
総
計

２
５
０
以
上
（
期
間
中
に
さ
ら
に
増
え
る
予
定
）
と

さ
れ
る
が
、
主
に
次
の
よ
う
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ

れ
て
い
る
（
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１
６
公

式
資
料
よ
り
）。

❖
セ
レ
モ
ニ
ー
イ
ベ
ン
ト
【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト「
南
予
い
や
し
の
祭
典
・
平
成
28
年
３
月
26
日
」八

幡
浜
市
お
よ
び
伊
方
町
で
開
催
／
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
「
南
予
観
光
サ
ミ
ッ
ト
（
平
成
28
年
11
月
20

日
）」宇
和
島
市
で
開
催
】

❖
広
域
コ
ア
イ
ベ
ン
ト
【
南
予
地
域
に
共
通
す
る
素

材
を
テ
ー
マ
（
食
・
食
文
化
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
ア

ウ
ト
ド
ア
な
ど
）に
、
広
域
の
魅
力
を
発
信
】

❖
地
域
コ
ア
イ
ベ
ン
ト
【
市
町
ご
と
の
特
色
あ
る
素

材
を
テ
ー
マ
に
、
南
予
の
魅
力
や
多
様
性
を
発
信
。

新
規
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
既
存

イ
ベ
ン
ト
の
拡
充
な
ど
に
よ
る
開
催
を
目
指
す
】

❖
地
域
企
画
イ
ベ
ン
ト
【
各
市
町
が
独
自
に
開
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
ま
つ
り
、
他
県
と
の
連
携
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
う
ち
、
南
予
博
の
趣
旨
に
合
う
イ

ベ
ン
ト
等
を
地
域
企
画
イ
ベ
ン
ト
と
す
る
】

❖
自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
【
南
予
地
域
の
活
性
化
に
資

す
る
活
動
を
行
う
住
民
グ
ル
ー
プ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企

現存12天守の一つに数えられる宇和島城

伊達家のルーツ仙台のシシ踊りを起源とする「八ツ鹿踊り」

重要文化的景観の選定を受けた遊子水荷浦の段畑
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業
、
団
体
等
が
実
施
す
る
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た

観
光
ま
ち
づ
く
り
や
移
住
・
定
住
促
進
に
資
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
】

　

こ
れ
ら
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
地

域
内
で
随
時
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
南
予
ブ
ラ

ン
ド
」を「
道
後
ブ
ラ
ン
ド
」「
し
ま
な
み
ブ
ラ
ン
ド
」

に
次
ぐ
愛
媛
県
第
３
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
育
成
お

よ
び
確
立
を
図
る
。
併
せ
て
、
今
後
、
同
地
域
に

お
い
て
長
期
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
、

観
光
を
核
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
広
域
周
遊
の
仕

組
み
づ
く
り
の
礎
と
す
る
こ
と
が
、
こ
の
長
期
に

わ
た
る
広
域
イ
ベ
ン
ト
の
最
大
の
眼
目
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　

取
材
し
た
５
月
半
ば
の
時
点
で
は
、
地
域
コ
ア
イ

ベ
ン
ト
が
２
つ

（
秀
宗
公
入
部
伊

達
五
十
七
騎
大

武
者
行
列
、
楽

市
楽
座
に
ぎ
わ

い
市
）
の
ほ
か
、

広
域
コ
ア
イ
ベ
ン

ト
が
２
つ
（
南
予

の
食
を
発
信
す

る
《
南
予
プ
レ
ミ

ア
ム
ダ
イ
ニ
ン

グ
》、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
企
画
《
ツ
ー

ル
ド
・
な
ん
よ
・

８
デ
イ
ズ
》）が
開

催
さ
れ
た
だ
け

で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
公
式
行
事
の
性
格
の
強
い

イ
ベ
ン
ト
以
外
に
、
市
民
参
加
の
色
彩
が
濃
い
自
主

企
画
イ
ベ
ン
ト
が
今
後
か
な
り
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
漁
協
女
性
部
、
地
域
づ
く

り
協
議
会
、
各
種
任
意
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、

商
工
会
な
ど
を
母
体
と
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
企
画
11

事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
は
今
後
さ
ら
に
増
え
る
見
込
み

だ
と
い
う
。

　

宇
和
島
市
で
は
、
昨
年
、
合
併
10
周
年
を
迎
え
た
。

同
時
に
宇
和
島
藩
の
初
代
藩
主
・
伊
達
秀
宗
（
伊
達

政
宗
の
長
男
）が
１
６
１
５
年（
慶
長
20
年
）に
宇
和

島
入
り
し
て
丸
４
０
０
周
年
と
い
う
歴
史
的
な
節
目

も
迎
え
、
関
連
記
念
行
事
の
開
催
で
年
間
を
通
し
て

に
ぎ
わ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
歴
史
的
節
目
を
祝
う
イ

ベ
ン
ト
の
積
み
重
ね
を
通
じ
て
、
市
民
の
参
画
意
識

が
徐
々
に
大
き
く
な
っ
て
き
た
面
も
あ
る
よ
う
だ
。

特
に
、
今
回
の
南
予
博
に
、
そ
の
傾
向
が
色
濃
く
出

て
い
る
と
、
石
橋
市
長
も
強
調
す
る
。

　
「
宇
和
島
市
は
平
成
17
年
に
旧
宇
和
島
市
、
旧
北

宇
和
郡
吉
田
町
、
三
間
町
、
津
島
町
の
１
市
３
町
で

合
併
し
ま
し
た
。
以
前
か
ら
日
本
一
の
み
か
ん
栽
培

の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
吉
田
町
は
、
宇
和
島

藩
時
代
の
支
藩（
伊
予
吉
田
藩
）と
い
う
つ
な
が
り
も

あ
り
ま
し
た
が
、
例
え
ば
伊
達
家
入
部
４
０
０
年
の

記
念
事
業
と
い
っ
て
も
、
一
番
南
の
津
島
町
な
ど
で

は
も
う
ひ
と
つ
ピ
ン
と
き
て
い
な
い
傾
向
が
あ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
一
口
に
一
体
化
と
い
っ

宇和島伊達400年祭（馬上の伊達秀宗役は石橋市長）

宇和島市立伊達博物館と名勝・天赦園の庭園
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宇和島市　市 政 ル ポ

（愛媛県）

て
も
、
な
か
な
か
難
し
い
な
と
痛
感
し
て
も
お
り
ま

し
た
の
で
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
南
予
博
に
、
各
地

域
か
ら
予
想
以
上
に
市
民
団
体
な
ど
の
参
画
が
見
ら

れ
て
い
る
と
い
う
現
実
は
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
」（
石
橋
市
長
）

　

合
併
以
来
、
厳
格
な
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
成

果
を
着
実
に
挙
げ
つ
つ
も
、
同
時
に
石
橋
市
長
が

「
常
に
心
に
か
け
て
き
た
」と
い
う
市
民
の
一
体
化
へ

の
粘
り
強
い
努
力
の
積
み
重
ね
が
、
合
併
10
周
年
や

伊
達
家
入
部
４
０
０
年
、
南
予
博
な
ど
の
地
域
を
挙

げ
た
イ
ベ
ン
ト
が
連
続
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
に
刺
激
を
与
え
ら
れ
て
、
少
し
ず
つ
実
を

結
び
始
め
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

宇
和
島
市
悲
願
の
九
島
大
橋
開
通

　

今
年
の
４
月
３
日
に
は
、
宇
和
島
市
で
「
九
島
大

橋
の
開
通
式
」が
行
わ
れ
た
。
写
真
に
あ
る
よ
う
に
、

み
ん
な
で
手
を
つ
な
ぎ
、
満
面
の
笑
み
で
九
島
大
橋

を
渡
る
島
民
・
市
民
の
皆
さ
ん
の
様
子
が
、
こ
の
記

念
碑
的
事
業
の
意
義
の
大
き
さ
を
如
実
に
物
語
っ
て

い
る
。

　
「
宇
和
島
港
の
入
口
に
浮
か
ぶ
九
島
と
本
土
を
結
ぶ

九
島
大
橋
（
４
６
８
ｍ
）
の
開
通
は
、
私
が
平
成
13
年

の
市
長
選
に
初
め
て
出
た
時
か
ら
の
大
き
な
公
約
の

一
つ
で
し
た
。
九
島
大
橋
の
事
業
企
画
そ
の
も
の
は

半
世
紀
以
上
も
前
か

ら
何
度
か
具
体
化
し

て
は
挫
折
し
て
き
た
、

宇
和
島
市
の
懸
案
事

項
で
し
た
。
そ
れ
だ

け
に
、
よ
う
や
く
完

成
し
た
と
い
う
こ
と

に
は
直
接
担
当
し
た

市
長
と
し
て
の
感
情

だ
け
で
な
く
、
宇
和

島
に
生
ま
れ
育
っ
た

市
民
の
一
人
と
し
て

も
、
大
き
な
感
慨
を

覚
え
て
お
り
ま
す
」

（
石
橋
市
長
）

　

九
島
は
周
囲
約
12

㎞
の
離
島
で
、
島
内

九島大橋開通式、島民のみなさんの渡りぞめ

宇和島港に残る大規模造船所時間がゆっくり流れる九島
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３
カ
所
の
集
落
に
、
約
９
０
０
人
が
暮
ら
し
て
い

る
。
宇
和
島
市
に
５
つ
あ
る
有
人
離
島
の
う
ち
面

積
・
人
口
と
も
最
大
で
、
日
本
最
後
の
ニ
ホ
ン
カ
ワ

ウ
ソ
の
捕
獲
地（
昭
和
50
年
４
月
）と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
る
。

　

九
島
大
橋
が
完
成
す
る
ま
で
は
、
本
土
と
は
フ
ェ

リ
ー（
１
日
９
便
）で
結
ば
れ
て
い
た
。
だ
が
荒
天
時

に
は
運
休
す
る
こ
と
も
多
く
、
医
療
・
就
学
・
経
済

活
動
そ
の
ほ
か
の
生
活
面
で
島
民
の
ハ
ン
デ
ィ
は
大

き
く
、
本
土
と
の
架
橋
は
宇
和
島
市
に
と
っ
て
悲
願

だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
石
橋
市
長
は
、
島
民
の
強
い
要
請
を
受
け

て
、
市
の
事
業
と
し
て
推
進
す
る
道
な
ど
を
模
索
。

愛
媛
県
お
よ
び
国
土
交
通
省
と
の
粘
り
強
い
折
衝
を

積
み
重
ね
、
つ
い
に
平
成
22
年
に
国
の
補
助
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、

平
成
24
年
に
橋

梁
本
体
の
工
事

を
愛
媛
県
に
委

託
す
る
形
で
建

設
工
事
に
着
手
。

約
４
年
の
歳
月

を
掛
け
て
、
完

成
に
至
っ
た
の

だ
っ
た
。

　
「
九
島
大
橋
の

存
在
は
、
島
民

の
皆
さ
ん
の
生

活
面
の
不
便
解
消
や
、
医
療
・
福
祉
な
ど
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
意
味
合
い
だ
け
で
な
く
、

災
害
時
に
は
島
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
路
、
支
援
物
資

の
運
搬
路
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
ま
さ
に
『
命
の
懸
け
橋
』
と
も

い
え
ま
す
が
、
同
時
に
受
け
入
れ
体
制
な
ど
も
、
事

情
の
許
す
範
囲
内
で
少
し
ず
つ
整
え
て
い
け
ば
、
交

流
人
口
の
拡
大
も
期
待
で
き
ま
す
。
何
と
い
っ
て
も

ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
の
最
後
の
捕
獲
地
に
ふ
さ
わ
し
い
豊

か
な
自
然
環
境
と
、
訪
れ
る
人
を
癒
さ
ず
に
お
か
な

い
風
光
や
人
情
も
た
っ
ぷ
り
あ
る
所
で
す
。
今
後
の

観
光
振
興
に
お
い
て
も
大
き
な
ピ
ー
ス
の
一
つ
に
な
っ

て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
」（
石
橋
市
長
）

　

取
材
の
際
に
は
宇
和
島
駅
前
で
調
達
し
た
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
で
、
島
内
を
１
周
す
る
機
会
を
得
た
。
週

末
で
観
光
客
の
姿
も
随
所
で
見
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
平
地
の
少
な
い
島
内
に
は
外
部
か
ら
訪
れ
る

人
々
の
た
め
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

そ
の
た
め
車
の
乗
り
入
れ
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。
自

転
車
で
ゆ
っ
た
り
と
回
れ
た
の
は
行
き
交
う
車
が
少

な
か
っ
た
せ
い
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

九
島
で
今
後
ど
の
よ
う
な
開
発
計
画
が
実
施
さ
れ

て
い
く
か
に
つ
い
て
予
断
は
で
き
な
い
が
、
徒
歩
や

自
転
車
で
橋
を
渡
る
だ
け
で
も
、
離
島
の
雰
囲
気
を

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
、
し
か
も
手
軽
に
味
わ
え
る
環
境

は
、
ほ
か
に
類
例
の
少
な
い
、
と
て
も
貴
重
な
も
の

だ
。
個
人
的
に
は
い
っ
そ
の
こ
と
観
光
目
的
の
外
部

か
ら
の
車
に
よ
る
訪
問
は
制
限
し
た
ま
ま
に
し
て
お

い
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
、
思
え
て ふるさと納税の返礼品でも人気の「宇和島鯛めし」

鮮度と味に定評のある宇和海の養殖魚（鯛、マハタ、ブリ）
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く
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

移
住
・
定
住
の
促
進
に 

不
可
欠
な
魅
力
が
満
載

　
「
宇
和
島
市
に
と
っ
て
現
在
最
大
の
課
題
・
懸
案

は
、
こ
れ
は
全
国
共
通
の
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
が
、

や
は
り
人
口
減
少
を
い
か
に
鈍
化
さ
せ
、
交
流
人
口

は
も
ち
ろ
ん
、
移
住
・
定
住
人
口
を
い
か
に
増
や
す

か
に
あ
り
ま
す
」と
、
石
橋
市
長
は
語
る
。

　

合
併
時
に
約
９
万
２
０
０
０
人
だ
っ
た
宇
和
島
市

の
人
口
は
毎
年
１
０
０
０
人
単
位
で
減
り
、
現
在
は

８
万
人
を
切
っ
て
い
る
（
今
年
３
月
末
の
推
計
で
約

７
万
９
０
０
０
人
）。
も
ち
ろ
ん
、
人
口
減
少
対
策

と
し
て
の
移
住
・
定
住
促
進
に
向
け
て
の
支
援
・
助

成
は
、
各
種
行
っ
て
い
る
。
ま
た
最
大
の
地
場
産
業

で
あ
る
農
業
・
漁
業
に
つ
い
て
も
、
み
か
ん
を
は
じ

め
と
す
る
高
付
加
価
値
作
物
の
栽
培
を
目
指
す
新
規

就
農
支
援
や
、
養
殖
漁
業
を
中
心
に
し
た
新
規
就
漁

者
へ
の
支
援
も
手
厚
く
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
林

業
な
ど
に
つ
い
て
も
雇
用
の
場
の
創
出
を
図
り
、
起

業
希
望
者
へ
の
支
援
も
充
実
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
対
策
の
効
果
も
あ
っ
て
、
実
は
宇
和
島

市
へ
の
移
住
者
の
数
は
、
合
併
以
来
、
常
に
愛
媛
県

内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
維
持
し
て
い
る
。
と
は
い

え
、
そ
れ
で
も
人
口
は
減
っ
て
い
く
。
全
国
共
通
の

課
題
と
は
い
え
、
悩
ま
し
い
限
り
で
は
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
ご
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
交
流
人
口
の
増

大
に
よ
る
活
性
化
な
ど
に
も
尽
力
し
、
成
果
を
挙
げ

つ
つ
あ
る
の
も
事
実
だ
。
実
際
、
宇
和
島
市
に
は
そ

の
推
進
力
と
な
る
宝
物（
魅
力
）が
豊
富
に
あ
る
。

　

例
え
ば
全
国
の
港
湾
都
市
が
誘
致
に
全
力
を
挙
げ

て
い
る
も
の
の
、
な
か
な
か
新
規
獲
得
が
難
し
い
外

国
ク
ル
ー
ズ
船
が
、
宇
和
島
港
で
は
近
年
、
年
間
10

回
程
度
寄
港
し
て
い
る
。

　
「
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
で
は
な
く
１
万
ト
ン
ク
ラ
ス

未
満
の
船
で
す
」
と
石
橋
市
長
は
説
明
す
る
が
、
こ

れ
ら
ク
ル
ー
ズ
船
の
多
く
は
フ
ラ
ン
ス
の
船
会
社
の

所
有
船
で
、
船
客
も
フ
ラ
ン
ス
人
を
は
じ
め
と
す
る

欧
米
人
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
と
い
う
。
ツ
ア
ー
の

航
路
的
に
宇
和
島
港
は
絶
好
の
位
置
に
あ
る
か
ら
と

謙
遜
さ
れ
て
い
る
が
、
小
型
ク
ル
ー
ズ
船
で
外
国
旅

行
を
楽
し
む
層
は
欧
米
で
も「
旅
の
達
人
」が
多
い
と

業
界
で
は
見
な
さ
れ
て
い
る
。
宇
和
島
港
に
入
港
す

れ
ば
た
と
え
半
日
観
光
で
も
、
旅
の
達
人
た
ち
を
満

足
さ
せ
る
に
足
る
、
宇
和
島
城
な
ど
の
歴
史
的
遺

構
、
新
鮮
な
魚
介
や
柑
橘
類
、
日
本
一
の
産
出
量
を

誇
る
真
珠
な
ど
、
優
良
コ
ン
テ
ン
ツ
が
豊
富
に
存
在

し
て
い
る
。

　

南
予
博
が
終
わ
れ
ば
来
年
は「
愛
顔（
え
が
お
）つ

な
ぐ
え
ひ
め
国
体
」
が
控
え
て
い
る
。
九
島
の
取
り

扱
い
も
含
め
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
の
本
場
フ
ラ
ン

ス
人
に
も
密
か
な
人
気
の
こ
の
ま
ち
の
魅
力
を
、
全

国
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
う
世
界
に
発
信
し
て
い
く
の

か
？　

そ
し
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は
移
住
・
定
住
人
口
を

い
か
に
増
や
し
て
い
く
の
か
？　

今
後
の
宇
和
島
市

の
取
り
組
み
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
に
な
っ
て
く
る
。

（
取
材
・
文 

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
28
年
５
月
13
日
）

毎年５回行われる定期闘牛大会（市営闘牛場）
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